
 

 

INTRODUCTION 

・獣医師はしばしば攻撃的で恐怖心の強い犬と接することが多く、動物に関連した危害を被る危険性がある。恐怖や
ストレスを感じている動物の処置を容易にするために、特定の薬剤プロトコルを評価する研究は、動物福祉、作業
の安全性、および顧客の経験を改善する可能性がある。 

・ある症例報告では、ガバペンチン、メラトニン、アセプロマジンの経口投与による信頼性の高い鎮静効果が報告さ
れている。この 3剤併用プロトコルは不安または攻撃性の徴候を示す動物の処置を容易にすることが示唆される。
しかし、このプロトコルの安全性と信頼性を評価した前向き研究は発表されていない。 

・本研究の目的は、ガバペンチン（20～25mg/kg）メラトニン（3～5mg/dog）アセプロマジン（0.05mg/kg）を経
口投与する前投与プロトコルの行動および鎮静効果を評価することである。 

MATERIALS AND METHODS 

施設    ：ミッドウェスタン大学獣医学部  タフツ・カミングス獣医学部 

動物    ：病院を受診した際に、不安または攻撃の徴候を示した 45頭の顧客所有犬 

登録基準は 1～12歳の健康な犬（米国麻酔科学会健康状態 I/II） 

研究スタイル：前向き対照研究 

実践手順  ：初回（ベースライン）と 2回目（GMAプロトコル後）の来院の間に 2週間のウォッシュアウト期間
を設ける。来院前日の夕方にガバペンチン（20～25mg/kg)を投与、診察の 90～120分前に、ガバペ
ンチン（20～25mg/kg）、メラトニン（3～5mg/dog）、アセプロマジン（0.05mg/kg；10mg/mL注
射製剤）を投与する。 

身体検査  ：口輪の装着（10秒）、聴診器による両側肺音の聴診（20秒）、聴診器による両側心音の聴診（20
秒）、腹部の触診（5秒）、耳の目視検査（可能であれば耳に触れ簡単に調べる、10秒）、模擬採血
の前に静脈を止める（アルコールを塗布しキャップ付きの針で皮膚に触れる、20秒）。 

データ解析 ：本研究に参加した全犬のベースラインおよび GMA後のデータを完全に収集した後、ビデオ録画にコ
ードを付与し、認定麻酔科医および認定行動科医を含む 4名の観察者が無作為に分析する。 

RESULTS 

ストレス ：GMA後のストレススコアはベースラインと比較して有意に減少した。（表 1） 

45頭中 41頭（91.1％）が GMAプロトコルでストレススコアが少なくとも 1ポイント減少した。 

鎮静   ：GMA後の鎮静スコアはベースラインと比較して GMA後に有意に増加した。（表 2） 

自発的な姿勢、騒音刺激への反応、一般的な外見から示される鎮静レベルは GMA後のほうが高かった
が、眼位には差は認められなかった。ほとんどの犬は軽度の鎮静状態であった。 

・GMAプロトコル投与後、検査中に指摘された、あるいは飼い主から報告されたその他の副作用はなかった。 

前向き臨床試験において、通院前のガバペンチン、メラトニン、アセ
プロマジンの併用が攻撃的で不安な犬のストレススコアを低下させた



・1日目、標準化された検査の少なくとも 1部において、45頭中 8頭に 6点（安全ではない）が付けられたが、
GMA後は、8頭中 5頭で完全な標準検査が可能であった。 

・ガバペンチン、メラトニン、アセプロマジンの投与が、動物病院受診中の不安で攻撃的な犬のストレスを有意に減
少させ、鎮静スコアを増加させることを示した。 

DISCUSSION 

・GMAプロトコルは 91.1％（41/45）の犬でストレスの徴候を減少させた。多くの重度ストレスを示す犬が、GMA
後、軽度から中等度のストレスを示すようになり、診察中の扱いやすさが改善した。 

・GMA後、攻撃的な犬 8頭中 5頭で完全な診察が可能であった。検査が行えるようになったこと、および安全上の
理由から以前は行われなかった検査の一部が行えるようになったことは、治療後の臨床的改善を示唆した。 

・ガバペンチンの経口投与を受けた不安な犬のストレス徴候を確実に減少させるには、GMAプロトコルに含まれる
他の薬剤の相乗効果が必要であると示唆される。 

・GMAプロトコル後、鎮静スコアの増加がみられたが、ほとんどの犬は軽度の鎮静のみであったため、この影響は
臨床的にほとんど懸念されるものではなかった。 

・GMAプロトコルは、獣医師が恐怖心、ストレス、攻撃性の強い犬を診察する際に、信頼性が高く安全な方法とな
りうる。 

REVIEW 

・この研究には、3剤のうち 1剤のみを投与した対照群や 2剤の組み合わせを投与した対照群がなかった。 

・プラセボ対照群がなかった。 

・実際院内での使用を考えると、基礎疾患がある犬も対象にした研究データがあると良いのではないか。 
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